
➒図書館の児童図書スペース。専用のカウンター
には司書が常駐。➓大人のための落語に親しむ会
で古典落語を披露するボランティアの山形康典さ
ん。⓫パパのための読み聞かせ講座。絵本の持ち
方や読む速さなどの指導を図書館司書から受けま
した。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普

及
し
、
多
く
の
情
報

が
あ
ふ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
現
代
。
正
し
い
情
報
を
得
る

に
は
、
言
葉
や
知
識
、
広
い
視
野
、

客
観
的
に
物
事
を
捉
え
る
視
点
が
大

切
で
す
。

　
最
近
は
若
者
を
中
心
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ

相手に寄り添う
豊かな心を

読書の力で育む
●➒

●⓫●➓

（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー

ビ
ス
）
や
電
子
メ
ー
ル
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

な
ど
で
〝
言
葉
〟
を
使
う
機
会
が
増

え
て
き
ま
し
た
。
同
時
に
、
言
葉
の

使
い
方
や
表
現
を
誤
り
、
相
手
を
傷

つ
け
て
し
ま
う
可
能
性
も
秘
め
て
い

る
と
言
え
ま
す
。

　
相
手
に
寄
り
添
う
気
持
ち
。
自
分

現
力
、
言
葉
は
相
手
の
気
持
ち
を
考

え
、
言
葉
を
選
ぶ
こ
と
に
つ
な
が

り
、
そ
の
結
果
、
相
手
に
寄
り
添
う

こ
と
が
で
き
る
豊
か
な
心
が
育
ま
れ

ま
す
。

読
書
習
慣
を
身
に
つ
け
る

　
子
ど
も
の
読
書
習
慣
は
日
常
の
生

活
を
通
し
て
形
成
さ
れ
る
も
の
で

す
。
小
さ
な
こ
ろ
か
ら
、
毎
日
過
ご

す
家
庭
の
中
で
、
本
に
触
れ
る
機
会

が
多
け
れ
ば
、
自
然
と
本
に
興
味
を

示
す
子
ど
も
に
育
ち
ま
す
。
家
庭
は

子
ど
も
に
と
っ
て
大
切
な
読
書
環

境
。
子
ど
も
の
身
近
に
、
子
ど
も
と

一
緒
に
本
を
楽
し
ん
で
読
ん
で
く
れ
る

大
人
が
い
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

　
し
か
し
少
子
高
齢
化
、核
家
族
化
、

労
働
形
態
の
多
様
化
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
な
ど
、
子
ど
も
を

取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
に
は
、
家
庭
や
地
域

全
体
、
大
人
が
読
書
環
境
を
作
り
、

読
書
の
楽
し
さ
、
魅
力
を
感
じ
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

よ
み
愛
・
読
書
の
ま
ち

　
三
芳
町
は
多
く
の
住
民
の
支
え
に

よ
っ
て
読
書
の
ま
ち
と
し
て
高
い
評

価
を
得
て
い
ま
す
。
未
来
を
担
う
町

の
「
宝
」
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
読

書
で
支
え
る
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
。
か
に
か
に
こ
そ
こ
そ
、
み

よ
し
読
書
愛
好
会
な
ど
、
自
身
も
楽

毎年恒例のクリスマス会に参加した太陽の家
利用者の皆さんとボランティアスタッフ。障
がいのある人たちへも読書の魅力を届けます。

➍３姉妹は本が大好き。ぐりぐらタイムなどの図書館事業にも積極的に
参加しています。➎➐赤ちゃんも絵を認識して笑顔を見せます。赤ちゃ
んから絵や文字、お話に触れ合うことは豊かな心を育むためには大切な
ことです。➏４年後の➎の赤ちゃん。今でも本が大好き。「絵本を読まな
いと寝てくれません」とママ談。➑４月に開催したえほんワールド。自
転車に乗せた紙芝居を披露。この事業もボランティアが行っています。

（写真上）事業の最後には
必ず「ブックトーク」をし、
おすすめ本を司書が紹介。
奪い合うように本に子ど
もたちが集まります。（写
真中央・下）地域に愛さ
れるぐりぐらタイム。手
遊びや絵本の読み聞かせ、
紙芝居などを親子で楽し
むことができる 20 年以
上続く人気の事業です。

図書館ホームページで貸出状
況や貸出期間の延長、所蔵資
料の予約や予約状況の確認が
できます。

広報みよしでは毎月「図書館
だより（今月は 14 頁）」で
おすすめ本や図書館のイベ
ントを紹介しています。児
童向けのぐりぐらタイムな
どの日程は、「こども通信（今
月は 28頁」で紹介していま
す。ぜひご覧ください。

インターネットで
読書をより便利に

毎月のイベント情報
広報みよしで紹介中

毎月 23日は
よみ愛・読書の日
まちぐるみで「本が好き」「読書が好き」
な人が増えるように、毎月 23日は「読
書」を意識してみませんか。皆さんの
ご協力お願いします！

検索三芳町図書館

児童向けこどもページや
イベント情報も公開！

と
は
異
な
る
考
え
方
が
あ
る
こ
と
を

認
識
し
、
正
し
い
言
葉
で
伝
え
る
こ

と
は
子
ど
も
で
も
大
人
で
も
必
要
で

重
要
な
も
の
で
す
。
こ
の
力
を
養
う

こ
と
が
で
き
る
の
が「
読
書
」で
す
。

豊
か
な
感
性
を
育
む

　
現
実
に
は
な
い
冒
険
、
不
思
議
の

世
界
。
本
や
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ

に
登
場
す
る
主
人
公
に
な
り
き
り
、

自
分
と
重
ね
て
物
語
を
読
み
進
め
る

こ
と
で
、
ま
る
で
本
当
に
体
験
し
た

か
の
よ
う
な
感
動
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
さ
ら
に
様
々
な
世
界
や
人
生
、
価

値
観
と
の
出
会
い
に
よ
り
、
広
い
視

野
で
客
観
的
に
物
事
を
捉
え
る
こ
と

が
で
き
、
イ
メ
ー
ジ
す
る
力
や
じ
っ

く
り
と
考
え
る
力
、
集
中
力
も
得
る

こ
と
が
で
き
る
、
そ
れ
が
読
書
の
魅

力
で
す
。

　
小
さ
な
こ
ろ
か
ら
読
書
に
触
れ
合

う
こ
と
で
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち

に
頭
の
体
操
に
な
り
、
現
実
と
空
想

の
世
界
を
自
由
に
行
き
来
す
る
な
ど

豊
か
な
感
性
が
生
ま
れ
ま
す
。
さ
ら

に
絵
本
を
読
み
聞
か
せ
る
こ
と
で
、

「
絵
」
と
「
文
字
」
に
親
し
み
を
持

つ
こ
と
が
で
き
、語
彙
力
や
想
像
力
、

表
現
力
を
育
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

読
書
で
言
葉
が
育
つ

　
「
泣
く
」
―
―
。
同
じ
意
味
で
も

例
え
ば
、「
号
泣
す
る
」、「
涙
が
頬

を
つ
た
う
」、「
嗚
咽
す
る
」
な
ど
言

葉
を
変
え
る
こ
と
で
、
異
な
る
印
象

を
与
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
読
書

に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
、
想
像
力
や
表

し
み
な
が
ら
、
読
書
の
魅
力
を
伝
え

る
住
民
の
皆
さ
ん
。

　
読
書
を
愛
す
る
想
い
が
、「
愛
と

夢
と
知
性
に
あ
ふ
れ
た
心
豊
か
な
三

芳
町
」
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
毎
月

23
日
は
「
よ
み
愛
・
読
書
の
日
」。

本
と
の
出
会
い
を
毎
月
楽
し
ん
で
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
■

町
を
育
む

ほ
ん
と
の
、

出
会
い
。
本との出会い、人との出
会い。新しい出会いが始
まる本の魅力。三芳町の
未来を育むには「ホント
ノデアイ」がたくさんあ
ることが大切です。

➊「ビブリオバトルに参加してから妻に本をプレゼンするようになり、会話が増えました（高久さんご夫婦）」。➋かにかにこそこその「えほんとおはなし会」に
参加した大宮さんご一家。「寝る前に必ず読み聞かせをしています」。➌読書ボランティアとして活動をする鈴木理恵さん。読書好きの遺伝子は子の茂美さんへ。
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三芳町図書館職員司書一同
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